
令和3年度

新規介護サービス事業者研修会
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石川労働局労働基準部健康安全課

※説明の中ほどで（シート47）動画が流れます。



はじめに（労働安全衛生法の目的）
労働安全衛生法第１条（目的）
（省略） 労働災害防止のための危害防止基準の確立、責任

体制の明確化及び自主的活動の促進の措置を講じる等その防止
に関する総合的計画的な対策を推進することにより職場におけ
る労働者の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の
形成を促進することを目的とする。
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「職場における安全と健康の確保」と「快適な職場環境の形成の促進」

危害防止基準 責任体制の明確化 自主的活動の促進

総合的計画的な安全衛生対策を推進

実現



安全衛生管理の基本的な考え方
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【労働災害防止のための危害防止基準】
危害防止基準は、これまでの労働災害や職業性疾病の事例が積み重なってで

きたもの。事業者は、この基準に従う義務がある。
→ 危害防止基準は、災害等の内容、性質に応じて、法令で定められるほか、

ガイドラインで定められる場合がある。（腰痛防止対策）
【責任体制の明確化】
安全衛生管理は、事業者の責任で組織的に対応することを意味している。
→ 職場における安全衛生管理担当者の役割が大きい。

【自主的活動の促進】
安全衛生管理は、事業者や管理者だけの取り組みではなく労働者一人ひとり

が参加した職場全体の取組でないと意味がない。
→ 労働契約（働く上での事業者と労働者の約束事）では、事業者は、労働

者の安全と健康に配慮する義務があり、労働者には事業者が実施する労働災害
防止の取組に協力するなどの義務がある。（自分の身を守ることも必要。）
【快適な職場環境の形成】
上記の取組の成果は、労働者の安全と健康の確保だけでなく、誰もが働きや

すい職場環境にも帰結していく。



一般的な介護施設における安全衛生管理体制
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安全衛生管理のポイント（共通）
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ポイント 内容

事業者の意識 安全衛生活動は、まず、「働く人、誰一人ケガをさせない。」
という事業者（経営トップ）の経営姿勢の表明からスタート。

責任体制の明確化 事業者は、衛生管理者、産業医、衛生推進者が職務を全うでき
るよう権限などを付与。

ラインによる管理 安全衛生管理は、指揮命令ラインがはっきりしている職場単位
ごとに進めていくことが効率的。

安全衛生委員会、
協議組織の運営

安全衛生管理は、事業者、管理者だけの活動ではなく、労働者
の参加があって職場全体に波及。労働者の意見を聴く場を設け
ることが安全衛生管理活動の活性化につながる。

教育機会の付与
安全衛生管理に携わる管理者には、その職責が全うできるよう
知識・情報を付与するとともに、労働者には、自身の安全や健
康を守る上での知識や情報を付与。

専門家の活用 健康等に関する内容は、医学的な知見が不可欠。産業医等の専
門家の意見をいかに労働者の健康確保につなげるかが重要。

職場における安全衛生対策は、管理者がその責務を全うすることと、労働
者が当事者意識をもって職場の安全衛生活動に参加することが不可欠︕



１ 介護施設における労働災害の傾向
介護施設における労働災害の主なパターンは５種類︕
過去３か年の発生件数のトップ５は次のとおり
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ランク 事故の型 内容

第１位 動作の反動、
無理な動作

重い物を持ち上げて腰をぎっくりさせたというよう
に身体の動き、不自然な姿勢、動作の反動などに起
因して、すじをちがえる、くじく、ぎっくり腰及び
これに類似した状態になる場合

第２位 転倒 人（被災者）がほぼ同一平面上で転ぶ場合をいい、
つまづき又は滑りにより倒れた場合等をいう。

第３位 墜落・転落 人（被災者）が樹木、建築物、足場、乗物、はしご、
階段、斜面等から落ちることをいう。

第４位 激突され 物が主体となって人（被災者）にあった場合をいう。

第５位 激突
人（被災者）が主体となって静止物または動いてい
る物にあたった場合をいい、つり荷、機械の部分等
に人からぶつかった場合、飛び降りた場合等をいう。



災害事例
第１位 「動作の反動、無理な動作」
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【災害発生状況】
介護施設において、入居者を車いすからベットに

移乗させるため、一人の介護職員が入居者の両足を
持ち上げ、もう一人の介護職員が入居者の脇を抱え
ようとしたところ、不自然な動作で入居者を持ち上
げたため、両足を持ち上げた介護職員が腰を痛めた。

【災害発生状況】
病室で入居者の体位を直そうとした際、腰をひ

ねった。



第２位 「転倒」

8

【災害発生状況】
介護施設の調理場において、床の水洗掃除を行った

箇所を歩行した際、床がまだ濡れていることに気づか
ず、足を滑らせ転倒しそうになった。

【災害発生状況】
入居者からコールがあったため、部屋に向かお

うとした際、通路の段差でつまづき転倒しそうに
なった。



第３位 「墜落・転落」
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【災害発生状況】
入居者と家族への説明を終え、メモを取りながら

階段を降りていたところ、階段を踏み外し階下へ転
落しそうになった。

【災害発生状況】
台車で厨房に移動中、厨房から出てきた作業員の

足に台車が衝突。
（物が人にぶつかる。）

第４位 「激突され」



第５位 「激突」
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【災害発生状況】
入居者から呼び出しがあり、慌ててエレベーター

に乗り込もうと走りこんだ際、エレベーターから降
りたお客さんと衝突。
（人が人にぶつかる。）

【災害発生状況】
デイサービスの利用者をワゴン車に乗せて施設ま

で送迎していたところ、路面が凍結していたため、
カーブを曲がり切れずにスリップして、反対車線の
標識に激突。

※介護現場では、交通事故のリスクも高い。

番外 「交通事故」



災害発生状況（休業４日以上 Ｈ27～Ｒ３(速報値) （石川県）
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介護施設における主な労働災害は、「転倒」と「動作の反動、無理な動作」
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災害発生状況（Ｈ30～Ｒ２ 石川県）
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「動作の反動・無理な動作」によって、発症する災害は「腰痛」が最も多い。
一方、令和２年は「動作の反動」・「無理な動作」による骨折の発症が多い。

→「動作の反動、無理な動作」による労働災害をどう防ぐかが課題︕

5

6

3

3

5

12

14

18

15

0 5 10 15 20 25 30

H30

R1

R2

「動作の反動・無理な動作」による主な症状

関節の障害（捻挫、亜脱臼及び転位を含む） 骨折 負傷による腰痛



災害発生状況（Ｈ30～Ｒ２ 石川県）
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介護施設の労働災害は、年代とともに増加し、高年齢層が圧倒的に多い。（60歳台がピーク）
介護従事労働者が長く、健康に働ける職場環境づくりが求められている。
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災害発生状況（Ｒ２ 石川県）
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・「転倒」による労働災害は、年代とともに増加し、高年齢層が圧倒的に多い。
・「動作の反動、無理な動作」による労働災害は、30代が比較的多いものの、各世代で発生し
ている。

1, 3% 1, 3%

3, 10%

11, 37%

14, 47%

介護施設における労働災害

20～29 30～39 40～49 50～59 60～

1, 3%

11, 32%

7, 21%

7, 21%

8, 23%

介護施設における労働災害

20～29 30～39 40～49 50～59 60～



若年層と高年齢層の各種機能水準の比較
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運動機能及び動作調整能
力、知能要素、回復力、
平行機能の低下が顕著

就労人口の高齢化からも
高年齢労働者の特徴に留
意した安全衛生管理が求
められている。

★身体的傾向から高年齢労働
者は転倒のリスクが高い︕
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労働災害・事故

直
接
原
因

２ 労働災害の発生メカニズムと安全活動

人の不安全な行動 物の不安全な状態

人間的欠陥
Man

作業的欠陥
Media

管理的欠陥
Management

設備的欠陥
Machine

複
合

安全衛生管理上の欠陥

労働災害の94％は不安全行動と不安全状態の複合

根
本
原
因

★「労働災害」は、安全衛生管理上の欠陥が複合し、「人の不安全行動」、
「物の不安全な状態」として具現化した結果として発生する。
★「労働災害」は、一過性の現象ではなく、日常的な作業行動等の「欠陥」
の延長線上で発生する。



労働災害は、いくつかの欠陥が重なった時に発生する。

安全衛生管理とは（スイスチーズモデル）
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○どれか一つの穴が塞がっていれば災害は起きない。
⇒ 「穴」＝「欠点」・「欠陥」を補っていくことが「安全衛生活動」

◎職場全体で、「穴」を塞ぐため、協力することが安全衛生活動︕

人間 設備 作業 管理

労
働
災
害

行
動



労働災害の要因
＜中央労働災害防止協会 中部サービスセンターより＞
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要因 検討項目（例）

人
（Man）

①心理的要因︓自分勝手な判断、近道反応、省略行動
②生理的要因︓疲労、加齢、ストレス、不注意
③職場的要因︓上司との人間関係、上司の指示の不理解、
不安全行動の容認
④教育的要因︓知識不足、技能不足、心構えの不足

設備
（Machine)

①機械・設備の設計上の欠陥、②危険防護の不良、③標
準化の不足、④機械設備の整備不良

作業環境
（Media）

①作業情報の不適切（作業指示、合図が不明）、②作業
姿勢、作業動作が不適切、③作業方法の不適切（作業手
順が明確ではない）、④作業空間の不良（危険との近
接）、⑤作業環境条件の不良（暑い・寒い等）

管理
（Management）

①管理組織の欠陥、②規程・マニュアルの不備・不徹底、
③安全管理計画の不良、④教育・訓練の不足、⑤部下に
対する監督指導の不足、⑥適正配置の不十分、⑦健康管
理の不十分
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（典型的災害事例）
介護施設において、労働者が介護者の衣類等を脱水機から取
り出す際、稼働中の脱水機の蓋を開け、脱水槽（緊急停止機構
あり）に手を入れたところ、惰性で回転していたため、手を巻
き込まれたもの。（片腕切断）

【物の不安全な状態】
脱水機が惰性で回転していたこと。
→惰性の回転が終わるまで蓋が開かなければ・・・

【人の不安全な行動】
惰性で回転している脱水機に手を入れたこと。
→なぜ、機械が停止するまでの時間が待てなかったか・・

【労働災害を防止するためには】
災害事例に学ぶことが重要。→ 職場の管理者だけでなく、自分自身が

管理者、被害者、同僚の立場に立って、どうしたら災害を防げたかを考え
てみる。



例題
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職員A︓62歳
勤務歴︓１年
前職は営業

次の災害の発生原因と再発防止対策を検討してみましょう︕

脚立が倒れるとと
もに職員Aも脚立か
ら転落し、頭部を
床面にぶつける。



【災害発生状況】
①庶務係の臨時職員A（以下「職員A」という。）は、事務室内の蛍光管が切
れたため、自身の判断で取り換え作業を行うこととした。
②職員Aは、蛍光管を取り換えるため、倉庫の隅にあったアルミ製の脚立を
持ち出した。
③職員Aは机の位置もあってちょうどいい位置に脚立をセットできなかった
ので、電気コードの保護カバーの上に脚立の足をのせた。
④職員Aは、蛍光管を持って脚立の２段目に上ったところ、脚立のバランス
が崩れた。
⑤脚立が倒れるとともに、職員Aも脚立から転落し、頭部を床面に激突させ
た。職員Aは、頭部を強く床面に打ち付け・・・・・。

【参考となる事項】
・事務室には、庶務業務の管理者がいたが、書類を作成していた。
・脚立は老朽化しており、構造部分が変形していた。
・脚立の管理は庶務業務の管理者が行っていた。
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例題の補足
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まとめ（安全の基本原則）
■安全の基本原則

原則 意味 考慮すべき事項

人はミスをす
る

人的特性やヒュー
マンエラーを前提
にして考える。

①作業手順の無視・逸脱
②安全装置の無効化
③操作ミス、誤使用
④リスクテイキング
⑤保護具の無視
⑥知識・技能等の低下

機械は故障す
る

安全装置等のレベ
ル、故障、経年変
化、安全点検を考
える。

①安全装置の信頼性・妥当性
②機能の故障とその影響
③安全点検の実施状況
④停電等の事態への対応

絶対安全は存
在しない

全ての作業にリス
クは存在する。

①リスクは関係者のすべてが対象
②リスクは定常作業だけでなく非
定常作業も対象
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安全衛生活動の方法（災害要因を減らすツール）

安全活動 意味 内容

ヒヤリ・
ハット報告
書

潜んでいる危険
を見つけること。
危険を共有する
こと。

仕事をしていて、ヒヤっとした、あるいは
ハッとしたことを取り上げ、災害防止に結
びつけることが目的。仕事にかかわる危険
有害要因を把握する方法の１つとして、効
果的です。

４Ｓ活動 労働災害の原因
を取り除くこと。

「整理」・「整頓」・「清掃」・「清潔」
を日常的に行うこと。
※労働災害防止だけでなく、作業の効率化
にも効果がある。

安全衛生活動は、職場全体で協力して取り組むものです。代表的な手法を
紹介します。→いずれの活動も全従業員に当事者意識を持たせるもの。
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安全衛生活動の方法（災害要因を減らすツール）２

安全活動 意味 内容

ＫＹ活動
（危険予知
活動）

潜んでいる危険
を見つけること。
そのスキルを向
上させること。

「人の不安全な行動」（ヒューマンエ
ラー」を防止するため、チームで仕事を始
める前に、作業や作業場所にどんな危険が
潜んでいるか、確認しあい、その日の安全
作業の行動目標を設定すること。

危険の見え
る化

危険を共有する
こと。

職場の危険を従業員全員で共有するために
可視化すること。（例︓危険箇所にステッ
カーなどを貼り付けるなど）

安全衛生活動は、職場全体で協力して取り組むものです。代表的な手法を
紹介します。→いずれの活動も全従業員に当事者意識を持たせるもの。
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ハインリッヒの法則（1:29:300の法則）

「ヒヤリ・ハット体験」

数千の不安全行動や不安全状態

無傷害事故

安全衛生活動の方法（災害要因を減らすツール）
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介護施設では転倒災害の発生が第２位

これらの転倒災害を防ぐには、

「４Ｓ活動」、「危険の見える化」、が有効！
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４Ｓ活動
項目 内容

整理 必要な物と不要な物に分けて、不要なものを処分すること。

整頓 必要な物をすぐに取り出せるように、分かりやすく安全な状
態で配置すること。

清掃 作業する場所や身の回りのほか、廊下や共有スペースのゴミ
や汚れを取り除くこと。

清潔
職場や機械、用具などのゴミをきれいに取って清掃した状態
を続けること、作業者自身も身体、服装、身の回りを汚れの
ないようにしておくこと。

安全活動や労働災害事例は厚生労働省のホームページの「職場のあんぜん
サイト」を確認︕
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４Ｓにもう一つのＳを加えて５S活動

「ストレッチ」

作業開始前、作業中にストレッチを実行！

身体がこわばった状態で作業に入らない。

短時間のストレッチを行い歩行することにより、
躓き、段差の踏み外し等を防ぐ

また、仮に転倒しても、
大きな事故にはならない可能性が大きい。
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効果的な「ストレッチ」事例
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効果的な「ストレッチ」事例
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効果的な「ストレッチ」事例

転倒災害防止と身体機能改善を目的とした「いきいき安全体操」を毎日約５分
間、音楽に合わせて立位で行う。
全身ストレッチと平衡機能、敏捷性、下肢筋力の向上を目的とした５つの動作
の繰り返しで構成されています
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危険の見える化
危険の「見える化」は、職場の危険を可視化（＝見える化）し、従業員全員で共有す
ることです。転倒のおそれのある箇所がわかっていれば、慎重に行動することがで
きます。

職場の中で転倒災害が多発している箇所は、危険マップやステッカーの貼り付けな
どにより作業員全員で情報を共有し、安全意識を高めましょう。
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危険の見える化
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【災害発生状況】
介護施設の調理場において、床の水洗掃除を行った

箇所を歩行した際、床がまだ濡れていることに気づか
ず、足を滑らせ転倒しそうになった。
【対策のポイント】
適切な「清掃」の実施 → ４Ｓ活動の推進︕
滑りやすい場所では、防滑靴の着用︕

【災害発生状況】
入居者からコールがあったため、部屋に向かおう

とした際、通路の段差でつまづき転倒しそうになっ
た。
【対策のポイント】
解消できない危険箇所には標識等による「見える
化」︕

転倒災害事例に見る防止対策

高年齢者の多い職場では、階段等への手すりや通路の照度の確保等の身体
機能の低下に応じた対策を講じていく︕



管理 内容

作業管理
作業を適切に管理することで、作業による労働者の負担軽減のた
めの省力化、作業姿勢・動作の見直し、適切な保護具（腰痛ベル
ト等）や服装の着用等に取り組むこと。荷の重心を考える。

作業環境
管理

作業場所の温度、照明、作業場所の床面、作業空間を確保するた
めの設備の配置等に取り組むこと。

健康管理
労働者の健康状態を的確に把握し必要な措置を講じること。（腰
に著しい負担がかかる作業では、腰痛の健康診断の実施や腰痛予
防体操の実施）

労働衛生
教育

腰痛予防のために必要な知識を労働者に付与していくこと。
（新たに介護業務に就かせた労働者などに実施）
日常からの腰痛予防のための健康管理ツールを付与していく。
（十分な睡眠、自宅でのストレッチ、バランスのとれた食事）

４「動作の反動、無理な動作」による労働災害の防止
「動作の反動、無理な動作」による労働災害の代表的なものが「腰痛」︕
「腰痛」対策のアプローチ方法の基本的なツールは以下のとおり。
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https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com

https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com

https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com
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このような持ち方となってしまう
作業環境（作業場所）と
なっていませんか？

https://yotsu-yobo.com

https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com
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https://yotsu-yobo.com
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５「介護業務従事者の健康管理」

介護施設のうち、滞在型の施設では、介護業務従事者には、夜間勤務（夜
勤）がある。
夜勤は、昼夜の生活が逆転するもので、労働者の身体に負担がかかる。ま

た、睡眠時間の確保の観点からも影響があり、腰痛の要因になる場合もある。

項目 内容

健康診断
労働安全衛生法においては、事業者に対して、常時深夜業に従事
する労働者に対しては、６か月ごとに１回、定期健康診断を実施
する義務を課している。

腰痛予防対策
作業管理として、夜間勤務、交代制勤務、不規則な勤務について
は、昼間の作業量を下回るよう配慮し、適宜、休憩や仮眠を取れ
るようにする。

★夜間勤務従事者への配慮等

★介護業務従事者の安全衛生管理は、その作業や勤務の特性を理解の上、作
業により労働者がかかえるリスクを低減させるよう取り組んでいくことが基
本︕ → 労働者も自身がかかえるリスクをしっかりと理解する︕
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定期的な健康診断が義務付けられています。健康診断を受けましょう！
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過重労働による健康管理
過重労働による健康障害防止のためには、時間外・休日労働時間の削減、年次有給
休暇の取得促進等のほか、事業場における健康管理体制の整備、健康診断の実施等
の労働者の健康管理に係る措置の徹底が重要です。
また、やむを得ず長時間にわたる時間外、休日労働を行わせた労働者に対しては、医
師による面接指導等を実施し、適切な事後措置を講じることが必要です。

脳疾患
心臓疾患
メンタル不調
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職場におけるメンタルヘルス対策
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職場におけるメンタルヘルス対策
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職場におけるメンタルヘルス対策

パワーハラスメント防止措置が事業主の義務（※）となりました！
労働施策総合推進法
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職場におけるメンタルヘルス対策（ケア）
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ご清聴ありがとうございました︕


